
フ
リ
ル
の
つ
い
た
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
に
ス
カ
ー
 
 

ト
か
ら
伸
び
た
長
い
脚
。
川
本
早
苗
さ
ん
（
仮
 
 

冬
二
四
歳
）
だ
。
ど
こ
か
ら
見
て
も
今
ど
き
の
 
 

女
子
大
生
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
英
国
立
 
 

大
学
の
法
科
大
学
院
（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）
に
通
 
 

ぅ
、
超
の
つ
く
才
嬢
で
あ
る
。
大
学
も
法
学
部
 
 

に
在
籍
し
、
法
律
に
面
白
み
を
感
じ
て
い
た
。
 
 

－
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
－
 
 
 
 
 
 
 
‥
－
 
 
 

し
か
し
、
何
よ
り
資
格
を
取
れ
ば
独
力
で
食
べ
 
 

て
い
け
る
こ
と
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
。
 
 
 

現
在
、
実
家
か
ら
通
学
し
、
授
業
料
も
親
持
 
 

ち
で
あ
る
。
大
学
院
に
通
い
始
め
て
一
番
驚
い
 
 

た
の
は
院
生
の
真
剣
さ
だ
。
「
予
習
復
習
が
必
須
 
 

で
、
席
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
提
出
 
 

も
頻
繁
で
、
毎
回
あ
て
ら
れ
る
授
業
も
あ
り
ま
 
 す

。
朝
も
早
く
て
高
校
生
に
戻
っ
た
感
じ
で
 
 

す
」
。
来
年
、
無
事
修
了
で
き
て
も
試
験
に
受
か
 
 

ら
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
が
、
「
M
＆
A
に
 
 

も
興
味
が
あ
る
の
で
、
大
ヰ
の
渉
外
事
務
所
で
 
 

バ
リ
バ
リ
働
き
、
た
く
さ
ん
稼
ご
う
か
な
と
思
 
 

っ
て
い
ま
す
」
と
微
笑
む
。
 
 
 

柿
野
雄
介
氏
（
仮
名
、
三
八
歳
）
は
私
立
大
学
 
 

≡ごう蓋え  

ゼジネスマンが注目する2つの進路。  
の
経
済
学
部
を
卒
業
し
て
一
二
年
問
勤
め
た
都
 
 

市
鍍
行
を
l
一
〇
〇
四
年
に
退
職
、
や
は
り
国
立
 
 

大
学
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
入
学
し
た
。
銃
行
で
 
 

は
外
国
為
替
や
金
融
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
と
い
っ
た
 
 

花
形
の
仕
事
を
担
当
、
最
後
は
部
長
代
理
だ
っ
 
 

た
。
現
在
、
来
年
の
司
法
試
験
の
本
番
に
向
け
 
 

て
最
後
の
仕
上
げ
に
余
念
が
な
い
。
 
 

1芙り世界は大さく司礪臣している。  

賓金額とリターンとを天秤にかけてみる。  

▲二束 ’ィベンチントライター  

野進介＝文  
せテShinsuke  Ogino  

平田利之＝イラストレーション  
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ロ
ー
ス
ク
ー
ル
は
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
識
 
 

士
賛
成
の
た
め
に
で
き
た
専
門
職
大
学
院
で
、
 
 

現
在
、
全
国
に
七
四
校
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
 
 

合
格
率
二
～
三
％
と
い
う
、
日
本
で
一
番
難
し
 
 

い
試
験
と
い
わ
れ
た
旧
司
法
試
験
を
突
破
す
れ
 
 

ば
、
誰
で
も
法
曹
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
 
 

た
。
し
か
し
、
暗
記
偏
重
な
ど
の
弊
害
を
指
摘
 
 

す
る
声
が
上
が
り
、
〇
四
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
が
 
 

改
め
ら
れ
た
。
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
履
修
（
法
学
 
 

．・i、  「
大
学
進
学
の
際
は
、
将
来
、
企
業
で
肋
き
た
 
 

い
と
考
え
て
経
済
学
部
を
選
ん
だ
の
で
す
が
、
 
 

銀
行
で
弁
護
士
と
一
緒
に
仕
事
す
る
機
会
が
あ
 
 

り
、
『
あ
あ
、
こ
う
い
う
仕
事
、
こ
う
い
う
生
き
 
 

方
も
い
い
な
あ
』
と
感
じ
ま
し
た
。
年
収
も
ー
 
 

〇
〇
〇
万
円
は
あ
り
、
特
に
不
満
も
な
か
っ
た
 
 

の
で
す
が
、
『
年
齢
的
に
も
決
断
す
る
な
ら
今
し
 
 

か
な
い
』
と
思
い
ま
し
た
」
 
 

国
立
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
場
合
、
年
間
授
業
 
 

料
が
八
〇
万
円
。
私
立
の
場
合
は
高
い
と
こ
ろ
 
 

だ
と
二
〇
〇
万
円
は
す
る
。
そ
れ
に
住
居
費
や
 
 

生
活
費
、
参
考
書
代
な
ど
を
入
れ
る
と
修
了
ま
 
 

で
に
軽
く
一
〇
〇
〇
万
円
は
飛
ぷ
。
「
私
は
独
身
 
 

で
す
が
、
奥
さ
ん
に
養
っ
て
も
ら
い
、
奨
学
金
 
 

を
も
ら
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
 
 

禁
止
な
の
で
、
お
金
の
や
り
繰
り
で
苦
労
し
て
 
 

い
る
人
は
多
い
で
す
ね
」
と
柿
野
氏
。
 
 
 

将
来
は
、
銀
行
で
培
っ
た
金
融
知
識
を
武
器
 
 

に
、
企
業
法
務
を
中
心
に
し
た
民
事
の
分
野
に
 
 

加
え
、
手
弁
当
覚
悟
で
社
会
奉
仕
の
分
野
で
も
 
 

活
躍
し
た
い
と
熱
く
夢
を
語
る
。
 
 

給
与
チ
シ
で
自
ら
稼
ぐ
 
 

キ  

L＿＿  

1
．
廿
 
 

東
條
者
三
年
、
法
学
既
修
者
二
年
）
を
経
て
、
修
了
 
 

生
に
課
さ
れ
る
新
司
法
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
 
 

後
の
司
法
修
習
を
修
了
し
た
と
こ
ろ
で
晴
れ
て
 
 

法
曹
へ
の
通
が
開
け
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
問
題
が
生
じ
た
。
制
度
発
足
前
に
 
 

新
司
法
試
験
の
合
格
率
は
七
～
八
割
と
い
わ
れ
 
 

て
い
た
の
だ
が
、
英
席
は
〇
六
年
度
が
四
八
％
 
 

で
、
〇
七
年
度
も
四
〇
％
。
〇
八
年
度
以
降
は
 
 

二
～
三
割
程
度
に
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
 
 

い
る
。
理
由
は
簡
単
。
大
学
院
の
つ
く
り
す
ぎ
 
 

だ
。
し
か
も
修
了
後
五
年
以
内
に
三
回
ま
で
の
 
 

司法試験合格者の推移※07年以降は予測  出典：法務省発表データ   

挑
戦
で
合
格
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
ー
ス
 
 

ク
ー
ル
に
潜
り
込
め
ば
安
奉
で
は
な
い
の
だ
。
 
 
 

卒
業
後
、
め
で
た
ぐ
試
験
を
突
破
で
き
た
と
 
 

し
て
も
苦
労
は
絶
え
な
い
。
弁
護
士
に
な
っ
て
 
 

一
年
目
と
い
う
、
都
内
の
弁
護
士
事
務
所
で
働
 
 

く
並
河
遊
子
さ
ん
（
仮
名
、
三
一
歳
）
に
就
職
状
 
 

況
を
聞
い
て
み
た
。
 
 

「
試
験
合
格
後
に
一
年
半
（
当
時
）
通
う
司
法
修
 
 

習
所
で
年
に
二
回
、
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
就
 
 

職
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
各
弁
護
士
事
務
所
 
 

が
ブ
ー
ス
を
出
し
て
い
て
、
企
業
へ
の
就
職
括
 
 

0
 
 

0
 
 

0
 
1
 
 

動
と
同
じ
ょ
う
な
応
募
書
類
を
提
出
し
ま
す
。
 
 

各
事
務
所
に
は
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
 
 

そ
れ
を
見
て
応
募
し
た
り
も
し
ま
す
」
 
 
 

並
河
さ
ん
は
そ
う
や
っ
て
決
め
た
最
初
の
弁
 
 

護
士
事
務
所
を
一
年
足
ら
ず
で
辞
職
。
「
ボ
ス
弁
 
 

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
1
が
強
烈
で
仕
事
が
や
り
ド
ぐ
 
 

か
っ
た
？
＋
緒
に
入
う
た
三
人
．
の
弁
護
辻
が
同
 
 

時
に
辞
め
ま
し
た
㌔
盲
し
て
∵
知
り
合
ぃ
の
ツ
 
 

テ
や
今
の
事
務
所
に
再
就
職
し
だ
ぜ
京
霊
草
矧
 
 

並
河
さ
ん
の
現
在
の
身
分
は
先
撃
井
領
士
か
 
 

ら
給
料
を
も
ら
ち
ぺ
．
い
わ
ゆ
る
［
イ
ソ
人
居
候
の
 
 

意
）
弁
」
で
あ
る
。
個
人
で
営
業
し
て
仕
事
を
取
 
 

っ
て
き
て
も
い
い
が
、
一
年
日
だ
か
ら
そ
う
し
 
 

た
案
件
は
ま
だ
少
な
い
。
「
二
年
後
に
年
収
一
〇
 
 

〇
〇
万
円
が
目
標
で
す
」
と
い
う
。
 
 
 

ま
た
、
弁
護
士
の
世
界
で
も
女
性
差
別
は
厳
 
 

然
と
あ
る
よ
う
だ
。
二
年
日
の
弁
護
士
、
林
田
 
 

妙
子
さ
ん
（
仮
名
、
三
二
歳
）
が
こ
う
語
る
。
 
 

「
あ
る
事
務
所
に
メ
ー
ル
で
応
募
し
た
ら
、
当
 
 

の
弁
護
士
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
『
う
ち
 
 

は
女
性
を
採
ら
な
い
方
針
だ
か
ら
』
っ
て
。
メ
 
 

ー
ル
だ
と
証
拠
が
残
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
」
 
 
 

八
月
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
某
旦
新
聞
の
 
 

朝
刊
の
一
面
に
「
司
法
修
習
生
一
〇
〇
人
超
就
 
 

職
難
」
と
い
う
見
出
し
が
躍
っ
た
。
今
年
、
修
 
 

習
を
終
え
る
法
曹
の
卯
、
二
五
〇
〇
人
の
う
ち
、
 
 

一
〇
〇
人
以
上
の
就
職
先
が
決
定
し
て
い
な
い
 
 

こ
と
が
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
調
査
で
判
明
し
 
 

た
の
だ
。
前
年
度
の
一
五
〇
〇
人
に
対
し
、
修
 
 

習
生
の
数
が
旧
と
新
の
司
法
試
験
を
合
わ
せ
て
 
 

二
五
〇
〇
人
に
増
え
た
こ
と
、
以
前
は
二
年
間
 
 

だ
っ
た
修
習
期
間
が
年
々
短
縮
さ
れ
、
こ
の
九
 
 

月
と
一
二
月
に
一
挙
に
修
了
す
る
た
め
、
需
給
 
 

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
き
た
こ
と
が
原
因
だ
。
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大学名  主な出身者  
買
い
手
市
場
に
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ソ
弁
の
 
 

年
俸
額
も
、
今
後
は
大
幅
な
ダ
ウ
ン
が
予
想
さ
 
 

れ
る
。
日
弁
連
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
新
 
 

卒
者
の
年
俸
平
均
が
六
一
五
万
円
。
こ
の
額
は
 
 

明
ら
か
に
高
す
ぎ
る
よ
う
で
、
同
じ
く
日
弁
連
 
 

が
新
規
採
用
を
可
能
に
す
る
現
実
的
な
額
を
各
 
 

弁
護
士
事
務
所
に
尋
ね
た
ら
、
平
均
四
五
三
万
 
 

円
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
 
 
 

最
近
で
は
イ
ソ
弁
な
ら
ぬ
「
ノ
キ
弁
」
と
い
 
 

う
言
葉
も
生
ま
れ
る
始
末
だ
。
机
や
パ
ソ
コ
ン
、
 
 

電
話
な
ど
の
備
品
は
事
務
所
が
用
意
し
て
く
れ
 
 

る
。
で
も
、
イ
ソ
弁
の
よ
う
に
給
料
は
も
ら
え
 
 

ず
、
基
本
は
自
分
で
営
業
活
動
を
し
な
け
れ
ば
 
 

且 ハー′トド  〔 
子A有朋子社長  

2 スタン7オ→ド  
ズ社長、  

3 ペンシルペニア・ウオートン  富士ゼロックス小林陽太郎相談役層高額間  

4 マサチューセッツエ科大学・ストン≡：三ごレ忘忘孟諾保日本代表、  
5 ノースウエスタン・ケロッグ   

●史代表、  

5 シカゴ  森ビル村岡貞男取締禎  

7 ダートマス・タック  アルゼ余藩邦彦CEO  な
ら
な
い
「
事
務
所
内
独
立
採
算
弁
護
士
」
の
 
 

こ
と
を
指
す
。
先
輩
弁
護
士
の
母
屋
の
軒
先
を
 
 

借
り
る
と
い
・
呈
息
味
で
、
最
近
こ
う
し
た
ノ
キ
 
 

弁
が
都
市
部
を
中
心
に
増
え
て
い
る
と
い
う
。
 
 

「
就
職
先
の
確
保
を
日
弁
連
も
組
織
を
あ
げ
て
 
 

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
修
習
生
に
 
 

も
自
己
責
任
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
ほ
し
い
。
 
 

東
京
、
大
阪
で
な
い
と
嫌
だ
と
い
う
人
ま
で
面
 
 

倒
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
、
自
弁
連
 
 

で
司
法
修
習
生
の
就
職
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
 
 

る
弁
護
士
の
坂
田
隆
氏
は
話
す
。
 
 
 

こ
こ
ま
で
昨
今
の
弁
護
士
業
界
の
甘
く
な
い
 
 

現
実
を
見
て
き
た
。
勤
め
て
い
る
企
業
を
辞
め
、
 
 

8 カリフオルニケバークレー  アフラック日本支社外池徴社長  

9 コロンビア  キッコーマン茂木友三郎会長  

10 ニューヨーク  伊藤忠テクノソリューションズ奥田陽一社長  

］＿1ミシガン・アナーパー  

】．2 デューク・フクア  

12／トジニア・ダーテン  

且4 ⇒丁ネ／レ・ジョンソン  

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
弁
護
士
を
目
指
す
の
 
 

は
拭
か
得
か
。
二
年
あ
る
い
は
三
年
間
、
無
給
 
 

に
な
る
た
め
、
そ
の
分
の
蓄
え
が
な
い
人
は
慎
 
 

重
に
考
え
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
結
婚
し
て
 
 

い
る
人
は
配
偶
者
の
理
解
も
必
要
だ
。
二
十
代
 
 

ま
で
は
意
欲
が
あ
れ
ば
乗
り
切
れ
る
と
思
う
が
、
 
 

三
十
代
に
な
っ
た
ら
、
前
出
の
柿
野
氏
の
よ
う
 
 

に
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
で
培
っ
て
き
た
強
み
を
 
 

ど
う
活
か
す
か
を
考
え
る
べ
き
だ
。
 
 
 

最
近
で
は
料
金
の
価
格
破
壊
を
掲
げ
、
多
く
 
 

の
顧
客
を
獲
得
し
て
い
る
弁
護
士
事
務
所
も
出
 
 

て
き
て
い
る
。
三
つ
揃
え
を
着
こ
な
し
、
左
団
 
 

扇
で
依
頼
人
を
待
つ
。
こ
ん
な
古
い
イ
メ
ー
ジ
 
 

ユ4ィ≠妄ル  

r16 ucLAこアンダーソン  

且7 カニネギーメロン・テツ／ト  

柑ノー神†イナ・ケナンフラグト  
i Tir 

ティン・マコームズ  

ご：：ェモリー・ゴイズエスタ               、「1J  

出典：USNEWSrTOP【BUSINESSSCHOOLS2008」  

を
ぶ
ち
壊
す
弁
護
士
を
目
指
す
の
な
ら
、
企
業
 
 

で
働
い
た
経
験
が
役
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

コ
ン
サ
ル
、
外
資
へ
の
 
 

転
職
に
有
利
な
M
B
A
 
 
 

法
科
大
学
院
を
出
て
試
験
に
受
か
れ
ば
法
曹
 
 

資
格
が
も
ら
え
る
。
一
方
、
資
格
で
は
な
い
が
、
 
 

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
 
 

る
の
が
M
B
A
（
経
営
学
修
士
号
）
だ
。
M
事
A
 
 

予
備
枚
ア
ゴ
ネ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
 
 

毎
年
∵
米
国
潅
ヰ
心
亮
t
た
港
外
で
M
B
A
を
 
 

取
る
凋
本
人
が
七
〇
〇
人
い
る
と
い
う
。
 
 
 

1
大
手
機
械
メ
ー
カ
1
に
勤
務
す
る
佐
々
木
勇
 
 

氏
入
仮
名
ご
一
九
漕
は
入
社
以
来
五
年
ほ
ど
法
 
 

務
部
で
働
き
、
・
部
内
の
先
輩
心
同
じ
ぐ
米
国
の
 
 

セ
十
ク
ー
ル
ぺ
の
留
学
を
考
え
て
い
だ
。
二
し
 
 

か
じ
イ
時
間
が
経
づ
う
ち
に
変
心
震
将
来
は
マ
 

ネ
ジ
メ
ン
下
に
携
わ
サ
た
い
と
思
？
て
い
た
の
 
 

で
1
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
考
え
始
め
ま
し
た
」
 
 

と
佐
々
木
氏
は
振
り
返
る
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
彼
が
選
ん
だ
の
は
ロ
ー
ス
ク
ー
 
 

ル
で
は
な
く
て
、
M
B
A
留
学
だ
っ
た
。
運
よ
 
 

く
、
中
断
さ
れ
て
い
た
海
外
へ
の
M
B
A
派
遣
 
 

制
度
を
会
社
が
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
 
 

応
募
し
た
ら
め
で
た
く
合
格
。
行
き
先
は
米
国
 
 

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
で
あ
っ
た
り
 
 
 

今
年
五
月
に
修
了
し
、
二
年
間
の
学
生
生
活
 
 

を
終
え
た
。
帰
国
後
の
配
属
は
希
望
通
り
の
経
 
 

営
企
画
室
で
、
現
在
は
M
＆
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
 

に
参
画
し
て
い
る
。
M
B
A
で
学
ん
だ
こ
と
を
 
 

フ
ル
に
活
用
で
き
る
充
実
し
た
毎
日
だ
が
、
役
 
 

職
は
留
学
前
と
変
わ
ら
ず
、
よ
っ
て
年
収
も
留
 
 

学
前
と
同
じ
ま
ま
で
あ
る
。
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社
費
留
学
の
場
合
、
帰
国
後
す
ぐ
に
新
し
い
 
 

ポ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
、
給
料
も
上
が
る
の
は
、
 
 

大
企
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
稀
だ
。
佐
藤
和
幸
 
 

氏
（
仮
名
、
三
三
歳
）
の
場
合
も
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
 
 

ロ
ン
大
学
だ
っ
た
が
、
外
資
系
メ
ー
カ
ー
を
休
 
 

職
し
た
う
え
で
の
私
費
留
学
だ
っ
た
。
「
人
事
担
 
 

当
で
し
た
が
、
私
費
を
投
じ
て
で
も
、
も
つ
と
 
 

幅
広
く
経
営
全
般
を
学
び
た
い
と
い
・
ヱ
気
持
ち
 
 

が
芽
生
え
ま
し
た
」
と
佐
藤
氏
は
い
う
。
 
 
 

M
B
A
受
講
中
の
昨
年
夏
に
大
手
コ
ン
サ
ル
 
 

テ
ィ
ン
グ
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
、
転
 
 

職
を
考
え
出
す
。
そ
し
て
帰
国
後
、
メ
ー
カ
ー
 
 

を
退
職
し
て
転
職
活
動
を
始
め
、
め
で
た
く
同
 
 

社
へ
の
入
社
が
決
ま
っ
た
。
給
料
は
年
収
ベ
ー
 
 

ス
で
約
五
〇
〇
万
円
も
ア
ッ
プ
し
た
。
 
 

「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
外
資
系
投
資
銀
 
 

行
へ
の
転
職
で
は
M
B
A
ホ
ル
ダ
ー
は
有
利
に
 
 

な
る
が
、
最
近
は
売
り
手
市
場
な
の
で
、
M
B
 
 

A
が
必
須
と
い
う
雰
囲
気
は
大
分
薄
れ
て
い
ま
 
 

す
」
と
話
す
の
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
界
 
 

に
特
化
し
た
人
材
紹
介
会
社
、
ム
ー
ビ
ン
の
神
 
 

川
貴
英
彦
社
長
だ
。
今
や
、
ど
の
大
学
の
M
B
 
 

A
で
む
い
い
わ
け
で
は
な
い
。
米
国
の
ト
ッ
プ
 
 

一
〇
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名
大
学
、
日
本
な
ら
、
 
 

慶
原
義
塾
、
一
橋
、
早
稲
田
、
青
山
学
院
な
ど
 
 

が
、
い
わ
ゆ
る
〝
M
B
A
銘
柄
大
学
″
だ
。
 
 

「
そ
う
し
た
M
B
A
だ
っ
た
ら
、
無
名
大
学
の
 
 

出
身
者
や
女
性
の
場
合
、
最
初
の
就
職
の
リ
タ
 
 

ー
 ン
マ
ッ
チ
が
で
き
ま
す
。
で
も
誤
解
し
て
ほ
 
 

し
く
な
い
の
は
、
あ
く
ま
で
書
類
選
考
で
の
託
 
 

と
い
う
こ
と
。
最
も
重
要
な
の
は
問
題
解
決
能
 
 

力
と
そ
れ
を
裏
付
け
る
実
績
・
経
験
で
す
」
と
 
 

神
川
社
長
は
釘
を
刺
す
。
 
 
 

M
B
A
を
取
得
す
る
と
年
収
の
顕
著
な
上
昇
 
 が

見
ら
れ
る
 
ー
。
そ
ん
な
興
味
探
い
デ
ー
タ
 
 

を
、
慶
應
義
塾
大
学
商
学
研
究
科
の
博
士
課
程
 
 

に
在
籍
す
る
清
水
隆
介
氏
が
ま
と
め
た
。
計
二
 
 

五
五
名
を
対
象
に
調
査
し
た
も
の
で
、
M
B
A
 
 

取
得
後
に
、
平
均
四
三
六
万
円
の
貸
金
上
昇
が
 
 

あ
っ
た
。
海
外
留
学
の
場
合
、
二
年
間
で
生
活
 
 

費
を
含
め
一
五
〇
〇
万
円
は
か
か
る
と
い
わ
れ
、
 
 

こ
う
し
た
賃
金
面
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
誰
 
 

も
投
資
な
ど
し
な
い
は
ず
だ
。
 
 
 

清
水
氏
の
調
査
で
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
 
 

は
、
M
B
A
取
得
後
の
就
職
先
を
選
ぶ
基
準
と
 
 

し
て
、
「
賃
金
が
高
い
」
を
あ
げ
た
人
が
全
体
の
 
 

約
二
〇
％
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
仕
事
の
内
容
 
 

を
あ
げ
た
人
が
約
五
一
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
 
 

で
あ
る
。
米
国
の
同
様
の
調
査
で
は
実
に
七
七
 
 

％
が
「
賃
金
が
高
い
」
を
選
ぶ
と
い
う
。
国
柄
 
 

の
違
い
が
よ
く
出
て
い
る
。
 
 

「
M
B
A
は
大
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
 
 

た
め
の
も
の
で
、
起
業
に
は
役
立
た
な
い
」
と
 
 

い
う
声
も
よ
く
聞
く
が
、
こ
ん
な
例
も
あ
る
。
 
 
 

龍
谷
智
輝
氏
（
三
〇
歳
）
は
今
年
五
月
に
米
国
 
 

バ
ブ
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
M
B
A
を
取
得
し
て
 
 

か
ら
、
帰
国
後
す
ぐ
に
中
小
企
業
専
門
の
M
＆
 
 

A
仲
介
企
業
イ
ン
チ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。
 
 

そ
の
龍
谷
氏
は
大
学
卒
業
後
、
大
手
監
査
法
人
 
 

に
就
職
し
た
も
の
の
、
三
年
あ
ま
り
で
退
社
し
、
 
 

実
家
の
食
品
加
工
会
社
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
 
 

た
。
そ
ん
な
な
か
、
会
計
や
監
査
だ
け
で
な
く
、
 
 

経
営
を
総
合
的
に
学
ん
で
将
来
は
経
営
者
に
な
 
 

ろ
う
と
一
念
発
起
。
起
業
家
教
育
で
知
ら
れ
る
 
 

同
カ
レ
ッ
ジ
に
私
費
留
学
し
た
。
 
 

「
留
学
前
の
私
は
リ
ス
ク
回
避
を
考
え
が
ち
な
 
 

人
間
で
し
た
。
で
も
二
年
間
、
毎
日
、
実
際
の
 
 

起
業
家
の
話
を
聞
き
、
起
業
家
を
目
指
す
ク
ラ
 
 

ス
メ
ー
ト
か
ら
刺
激
を
受
け
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ
 
 

ス
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
く
う
ち
に
、
絶
対
に
起
 
 

業
す
る
ん
だ
と
い
う
決
心
が
固
ま
っ
た
。
人
格
 
 

ま
で
一
新
で
き
た
こ
と
が
、
M
B
A
を
学
ん
で
 
 

一
番
よ
か
っ
た
点
で
す
」
と
龍
谷
氏
は
い
う
。
 
 

「
企
業
は
エ
官
ス
級
の
 
 

人
材
を
出
さ
な
い
」
 
 
 

現
在
、
国
内
の
五
〇
以
上
の
大
学
が
ビ
ジ
ネ
 
 

ス
ス
ク
ー
ル
を
設
け
、
M
B
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
 
 

提
供
す
る
な
か
、
あ
え
て
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
 
 

の
が
東
京
大
学
だ
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
虚
妄
の
 
 

成
果
主
義
』
（
日
経
B
P
社
）
の
著
者
と
し
て
知
ら
 
 

れ
る
同
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
高
橋
伸
 
 

夫
教
授
は
、
M
B
A
そ
の
も
の
に
大
き
な
疑
問
 
 

を
抱
き
、
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
す
る
。
 
 

「
ま
ず
二
年
間
も
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
点
が
解
せ
な
い
。
企
業
は
エ
ー
ス
級
の
人
 
 

材
を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
し
ょ
・
㌔
そ
れ
に
、
 
 

海
外
の
有
名
大
学
の
M
B
A
取
得
者
ほ
ど
天
狗
 
 

に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
、
し
か
る
べ
き
ポ
ス
ト
 
 

と
処
遇
を
用
意
し
な
い
と
会
社
を
辞
め
て
し
ま
 
 

う
の
も
困
り
も
の
。
人
の
評
価
に
は
時
間
が
か
 
 

か
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
」
 
 
 

こ
の
指
摘
を
私
な
り
に
翻
訳
す
る
と
、
目
的
 
 

意
識
が
曖
昧
な
ま
ま
、
M
B
A
を
取
得
し
た
ら
 
 

い
い
就
職
先
が
見
つ
か
る
と
か
、
給
料
や
地
位
 
 が

上
が
る
と
考
え
る
の
は
愚
か
と
い
う
こ
と
だ
。
 
 

佐
藤
氏
の
よ
う
に
M
B
A
が
評
価
さ
れ
る
特
定
 
 

業
界
へ
転
職
す
る
た
め
の
武
器
だ
と
か
、
龍
谷
 
 

氏
の
よ
う
に
自
ら
を
変
革
す
る
た
め
の
手
段
と
 
 

し
で
活
用
す
る
の
が
い
い
。
「
度
胸
七
英
語
力
を
 
 

磨
く
た
め
」
と
い
う
動
機
で
も
い
い
だ
ろ
う
ず
 
 

一
番
駄
目
な
の
は
べ
帰
L
っ
七
き
た
㊨
出
世
コ
 
 

ー
ス
に
乗
れ
る
は
ず
だ
」
i
と
い
・
サ
甘
小
期
待
で
 
 

社
費
留
学
す
る
ケ
†
ス
で
あ
る
・
用
」
多
や
の
企
業
 
 

で
行
わ
れ
て
い
る
海
外
派
遣
M
B
A
と
は
実
務
 
 

に
直
結
し
た
教
育
と
い
う
よ
り
、
福
利
厚
生
あ
 
 

る
い
は
新
卒
学
生
へ
の
P
R
の
一
環
と
い
う
 
 

冷
め
た
目
で
見
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
だ
。
 
 
 

今
回
、
企
業
の
人
事
担
当
者
に
も
M
B
A
に
 
 

つ
い
て
話
を
聞
い
た
が
、
「
日
本
の
大
企
業
で
す
 
 

ぐ
に
活
か
す
の
は
無
理
」
「
優
秀
と
い
う
考
え
は
 
 

な
い
」
「
ハ
ー
バ
ー
ド
の
M
B
A
を
持
ち
、
人
脈
 
 

も
あ
る
人
は
一
目
置
く
が
無
名
大
学
の
M
B
A
 
 

で
優
秀
と
思
う
人
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
優
 
 

秀
で
も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
に
欠
け
て
い
た
ら
 
 

採
用
し
な
い
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
 
 
 

M
B
A
は
資
格
で
は
な
い
か
ら
、
取
得
そ
の
 
 

も
の
が
価
値
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
過
 
 

程
で
何
を
学
ん
だ
か
が
大
切
な
の
だ
。
「
M
B
A
 
 

取
得
に
行
っ
て
一
番
学
ん
だ
こ
と
は
『
M
B
A
 
 

と
い
っ
て
も
大
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
い
ざ
と
 
 

な
っ
た
ら
本
で
も
学
べ
る
こ
と
ば
か
り
。
そ
れ
 
 

よ
り
も
仕
事
に
一
番
大
切
な
の
は
実
務
健
験
 
 

だ
』
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
 
 

前
出
の
佐
々
木
氏
の
話
を
、
お
の
お
の
自
分
な
 
 

り
に
岨
曝
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
口
 
 

●
お
ぎ
の
・
し
ん
す
け
一
九
六
六
年
、
埼
玉
膿
生
ま
れ
。
一
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